


内部被ばくの恐ろしさ 
線源近傍の細胞は膨大な線量が当たっている! 

線源中心から５ｍｍ100％ 

0.1ｍｍの距離の点のデータが大きいので、Ｙ軸を対数とした片対数グラフにした 
治療計画装置は10000％以上は計算不能で、0.1ｍｍの距離の相対線量は近似値   
(0.4ｍｍから10ｍｍまでのデータから近似式を作成) 

線源からの
距離（mm） 

相対線量  
（％） 

0.1 128456 
0.4 10000 
0.6 5000 
0.8 2500 
1.4 1000 

2 500 
3 250 
5 100 

5.7 75 
7 50 

10 25 

イリジウム線量の線量分布 
I r-192 : γ線energy 0.35MeV 
  (266keV～604KeVの範囲) 
 Cs-137 : 660KeVの約1/2 

0.1mmにある細胞は5mmの 
ところの細胞の1284倍被ばく 

Ｙ
軸
は
片
対
数
グ
ラ
フ 





ヨウ素131の崩壊モードと線量分布 

第一段階はベータ崩壊で 
準安定のキセノン131に変化 
これがガンマ崩壊を起こして 
安定状態のキセノン131となる 
この時の放出エネルギー 
の総量は971keV 
 
第一段階で生じる崩壊エネルギーは
248～807keVと幅広いが、最多は
606 keVである(崩壊比 89%) 
ベータ線は高いエネルギーを持ち、

人体では0.6～2 mmの飛程 

ヨウ素131の半減期は 8.02 日で、 
大部分(89%)がベータ崩壊および 
ガンマ崩壊が起こり、キセノン131 
(安定同位体)となる 

線量分布 

←I-131の 

深部率曲線 

4MeV電子線 

★この層の細胞  
 だけが被ばく 
⇒甲状腺全体の等価
線量とはかけ離れた
膨大な線量となる 

発がんはロシアンルーレットの世界 




